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日本 近 海 に 出 現 す る浮 游 性 魚 卵Vl

ベ ラ 亜 目

水 戸 敏

Pelagic fish eggs  from Japanese waters—VI 

Labrin a 

           Satoshi Mito

この報告ではべラ亜目Labrinaに 属する23種 の卵,卵 内発生および孵化 仔魚について述べ る.こ

れ らの うちの数種については,そ の卵内発生 および孵化 仔魚の性質 がす でに判明 している.現 在までに

我国か ら知 られ てい るベ ラ亜目 の魚卵我は径0.5～1.1mmの 球形分離浮游性卵で,卵 膜および卵黄に

は特殊な構造 はな く,卵膜腔 は狭い.油球 は1個,無 色のものか ら黄色 のものまであるが,Bolin(1930),

Orton(1955)等 も述べているように,卵 内発生 中に槌色す るものが多い.こ の亜 目はべ ラ科Labridae

とブダイ科Scaridaeの2つ の科を 含むが,卵 の性質,卵 内発生および孵化 仔魚の観察か らは両者を識

別することは困難であつ た.し か し,最 近の研究 か らブダイ科 の魚の うちアオブダイ亜 科Callyodont・

inaeに 属す るものは楕 円形 の浮性卵を産む らしい ことが分つた(WinnandBardach,1960).な お外

国産の種類では沈性 粘着卵や油球を欠 く浮性卵を産むものが知 られ てい るが,こ のような卵を産む種類

は我国か らは未だ知 られていない.

ベ ラ亜目の卵は卵内発生中に全 く色素胞が現われないか,胚体 上 または胚体および油球上 に黒色素胞

のみが現われ る・孵化 仔魚 の卵黄 は体の腹面 に細長 く着生 し,そ の前端は頭部より前方に突 出 し,油 球

はその突 出部にあ る.肛 門は卵黄か らやや離れ,体 の中央より後方 に位置す る.筋 肉節数 は27前 後.

孵化後少時を経 ると膜鰭縁辺に針状構造物が現われ るものが多い.黒 色 素胞 は,多 くの種類では,時 間

の経過に伴つて体の背面にあつ たものが腹面 へ移動す る.こ の黒色素胞 の位 置の移動と集散は著 しく,

卵黄を吸収 し尽す頃 にはその種固有の位置を占めるようになる.

この報告ではべ ラ亜 目の魚卵0)う ち,ベ ラ科 とブダイ亜科Sparisominaeに 属す ると思われ るもの

を一括 してベ ラ類と呼び,そ れ らを黒色素胞の出現状態によつて次の4群 に分けた.

第1群.卵 内発生 中に黒色 素胞が現われない.

第2群.卵 内発生中に胚体上にだけ黒色 素胞が現われる.

第3群.卵 内発生中 に胚体および油球上に黒色素胞が現われる.孵化 直 後の仔魚の体 の背面の黒色素

胞は背中線上 に1列 に並ぶ,

第4群.第3群 と同様であるが,孵化 直後の仔魚の体の背面の黒色 素胞列は2列 またはそれ以上.

以下にこれ ら各群 に属す る種類について述べ るが,そ の前に卵内発生 と孵化仔魚 の概要を人工授精を

行 なつた カ ミナ リベ ラについて述べ る,

1)九 州大学農学 部水産学 教室 業績.

2)木 研究の一部 は農林漁業試験研究費補助金(内 田恵太郎 ・=塚原 博)に よつた,



カ ミナ リベ ラStethojutiskatosonia(Bleeker)(PI.16,figs.1-12;PL17,figs.1-6)

本種 は上 記 の 黒也 素胞 に よ る分 類 か らは第3群 に属 す る.玉 之 浦 お よび土 々 呂に お け る産 卵 期 は8～

9月.人 工 授 精 は1954年8月13日 に玉 之 浦 で行 な つ た.卵 径0.61～0.65mm,油 球径0.11～0.13mm,

油球 は発 生 初 期 に黄 仏 で あ るが,胚 孔 閉 鎖 期以 後 は無 色 に な る.飼 育 水温 は23.0～25.0℃.

受 精 後1時 間 で第1分 裂 を行 な い,1時間30分 後 に8細 胞期(fig.1),3時間40分 後 にMorula期

(fig.2)に 達す る.911寺 問30分 後 に 胚 体原 基 が現 わ れ(figs.4,4'),13時間30分 後 に胚 孔 を 閉 じ,油

球 の一 部 は 卵黄 表 面 か ら突 出す る.筋 肉節10個 が 分 化す る(figs.5,5').16時間30分 後 には16筋 肉

節 期 に達 し,レ ンズ 形 成 が は じま り,胚 体 お よび油球 上 に黒色素 胞 が現 わ れ る(figs.6,6t).18時 間 後

に は黒 色 素 胞 の数 は 少 し減 り,胚 体 の 背面 に約20個 が2列 に 並 ぶ.筋 肉 節数 は22(figs.7,7').20時

間30分 後 に は胚 体 背 面 の黒 色 素 胞 は 左 右 の もの が 合 して,1列 に 並 び,12個 に 減少 した(figs.8,8').

孵化に近 くな る と頭 部 を取 り巻 く卵 黄上 に孵化 酵 素腺 が現 われ,胚体 背 面 の黒 色 素 胞 は8～9個 に 減 少

した(fig.9).24時 間 後か ら孵化 が は じまつ た(丘9.10).購 出孔 の 形 は蝶 番蓋 型 が多 く(fig・12),直

線 裂 孔 状 の もの も見 られ た(fig.11).

孵化仔 魚(P1.17,figs.1-6)

孵化直 後 の仔 魚(fi9.1)は 全 長1.47～1.61mm,頭 部 か ら突 出 した 卵黄 を除 い た 長 さは1.39～1.49mm,

肛 門 は卵 黄 の直 後,体 の 後方 か らほ ぼ1/3の 辺 に位 置 す る.体 の 背 面 に1列 に 並 ぶ黒色素 胞 は,Jj工 門

を 境 に して7十2ま た は7十1,6十2=9～8個.筋 肉節 数 は14十12=・26.

孵化後12時間 の仔 魚(fi9.2)は 全 長1.72～1.95mm.膜 鰭 の後 半縁 辺 に針 状 構 造 物 が 約20個 現 わ

れ る.体 の 背 面 の黒 色 素 胞 は左 右 に 分 れ,数 を 増 して約15佃 が 並 び,一 部 は 腹 面 へ 移 りは じめ る.黒

色素胞 の数 お よび 位 置 は個体 差 が 大 きい.筋 肉節 数 は変 らな い.

舞 化 後1日 の仔 魚(fig.3)は 全 長1.90～2.00mm,卵 黄 前 端 は 眼 の直下 に移 る.眼 が黒 くな る.体 側

の 黒 色 素胞 は再 び 数 が 減 り,頭 部 に数 個,腹 部 中 央背 面 に2個,尾 部中央 背 面 に1個,卵 黄 後端 に1佃

(木 種 の 特徴),消 化 管 後方 に2個 お よ び直 腸 部 に1個 が あ り,個 体 に よつ て は 直 腸 部 直上 の 体 の 背 画 に

1～2個 あ るも のが あ る.筋 肉節 数 は 変 らない.

孵化後1.5日 の 仔 魚(fig.4)は 全 長2.12～2、17mm,胸 鰭 が現 わ れ,卵 黄 はか な り吸収 さ れ(長 径

0.36～0.40mm),油 球 も小 さ くなつ た(径0.08～0.09mm).頭 部 の黒色素 胞 は数 が減 り,腹 部 背 面に

あつ た もの は腹 面 へ 移 る.消 化 管上 には 前方 に3個(卵 黄 後端 の もの も含 む),後 方 に2個(直 腸 部 の

もの も含む)の 黒 色 素胞 が あ る.こ の数 に は 個 体差 はな い が,位 置 は個 体 に よつ て か な り異 な る.筋 肉

節数 は変 らな い.

Table 1. Notes on the  melanophores of the 3 days (No. 1-5) and 4 days 
        (No. 6-9) old larvae of Stethojulis kalosoma.

a-j, see Pl. 17, fig. 6; +, presence; —, absence.



孵化後2.5rlの 仔 魚(fig.5)は 全 長2.17～2.25mm,卵 黄 お よび 油 球 を ほ ぼ吸 収 し尽 し,口 が 開 く.

頭 部の 黒 色 素 胞 は 消失 し,尾 部 中央 背 面に あ つ た1個 の黒 色 索 胞 は 前方 へ 移 り,個 体 に よつ て は背 膜 鰭

内へ 移 つ て い る もの も あ る.消 化 管上 の 黒 色 素 胞 は油 球 上 の もの を加 え て6個 に な り,ほ ぼ等間隔 に 並

ぶ,膜 鰭 縁 辺 の 針 状構 造 物 は,個 体 に よ り著 し く数 の 減 少 した もの が あつ た.筋 肉節 数 は 変 らな い.

孵化慶3日 の仔 魚(丘g.6)は 全 長2.00～2.17mm,黒 色 素 胞 は仔 魚 前期 の最 終 的 位 置を 占 め た.す

なわ ち,大 型 の樹 枝 状 の もの が 直腸 部 少 し前 方 の 背膜 鰭 縁 辺 に1個(a),同 じ部 分 の消 化 管 背腹 面 に1

個 ずつ(b,c),前 腹 膜 鰭 の 後下 縁 に4個(d,etf,g),小 型 の もの が胸 鰭 下 方 の 消化 管 下 縁 に3個(h,

i,j)あ り,そ れ らの 有無 は個体 に よ り差 が あ る(Table1).膜 鰭縁 辺 の針 状 構 造 物 は 相 互 の間 隔 が 開

き,数 が 減 る.筋 肉節 数 は 変 らな い.

孵化後4日 に は死 ぬ もの が 多 か つ た が,変 化 は なか つ た.

神谷(1925)が 報 告 した べ ラ類 第3種 は本 種 と思 わ れ る.

第1群

ベ ラ 類No,1(PL18,figs.1-7)

土々呂 近 海 か ら12～3月 に 採 集(17.2～17,9℃).卵 径0.81～0.89mm,油 球径0.14～0.17mm.16.0

乃 至18.0℃ の水 温 で は 放 卵後 約2[で孵化 す る.

孵化直 後 の仔 魚(fig.4)は 全 長2.2mm前 後,肛 門 は卵 黄 よ りや や離 れ て開 く.色 素 胞 はな い.筋 肉

節数 ζま14十13==27。

孵化後1[の 仔 魚(fig.5)は 全 長2.71mm,体 に 黒色 素胞 が 現 わ れ,膜 鰭 縁 辺 に針 状構 造 物 を 生 ず

る,尾 部 が伸 長 し,肛 門 は体 の1/2よ り前方 に位 置 す る.筋 肉 節 数 は11十15=26.

孵化後2日 の 仔 魚(fig.6)は全長2.87mm,胸 鰭 が現 わ れ る.黒 色 素 胞 は 直腸 部 に1個,尾 部前 方

か ら1/3お よ び2/3の 背 面 に各1個,尾 端 近 くに背 腹面 相対 して1個 ずつ が あ る.筋 肉節 数 は 変 らな

い.

孵化後3日 の仔 魚(丘9.7)は 全 長3.02mm,[が 開 き,眼 は 黒 くなつ た が,卵 黄 お よび 油 球 は吸 収

し尽 され て い な い.尾 部背 面 の 黒色 素 胞 が1個 減つ た.筋 肉 節数 は10十16=26.

ベ ラ 類No.2(Pl.18,figs.8,9)

富 岡 か ら6～10月 に採 集 した(21.5～27.0℃).卵 径0.90～1.08mm,油 球径0.21mm.21.0～22.0℃ の

水 温 で は約30時 間 で孵化 す る と思 われ る.孵出孔 の 形は 蝶 番 蓋型.

孵化1直後 の仔 魚(fig・8)は 全 長2.40～2.80mm,肛 門 は卵 黄 の直 後 に位 置 す る.色 素 胞 は な い.筋

肉節数 轟ま12十15;27.

孵化後2.5日 の仔 魚(丘g.9)は 全 長3.60mm,膜 鰭 に 針状 構 造 物 が 現 わ れ な い.黒 色 素胞 は卵 黄 の

中央下 面 か ら体 の腹 縁 に沿 つ て 尾 端 近 くまで16個 が 分布 して い る.筋 肉節 数 は変 らな い,

ベ ラ 類No.3(P1.18,figs.10,11)

土々 呂近 海 か ら9～10月 に採 集(23.7～26.7℃).卵 径0.97～1.00mm,油 球 径0.19～0.23mm.Pl俘 化

に 要す る時 間 は 不 明,孵出孔 の 形 は 直線 裂 孔 型 の もの が 多 い.

孵化直後 の 仔 魚(fig.10)は 全 長2.84mm,色 素胞 は ない.筋 肉節 数 は13十14-27.黒 色 素 胞 は艀

化 後12時 間 で 現 わ れ る.

孵化後2口 の仔 魚(fig.11)は 全 長3.22mm,口 が開 き,膜 鰭 縁 辺 に針状 構 造 物 が 密 生 して い る.眼

は黒 い.卵 黄下 面 か らそ れ に続 く消 化 管 背面 に黒 色 素胞 が1列 に 並 び,尾 部 中 央部 の背 腹面 に は各 々3

個 の黒 色 素 胞 が あ る.筋 肉 節数 は12十15=27.



第2群

サ サ ノハ ベ ラPsettdotabrttsjαponictts(Houttuyn)(PL19,丘gs.1-7)

北 九 州 に お け る産 卵 期 は9～12月 で あ るが,後 述 す るよ うに,同時 期 に 出現 す るキュ ウ セ ンの 天 然 浮

性 卵 との 識別 は困 難 で あ る.1951年9月26日 に 富 岡 に おい て 人 工授 精 を行 な つ た.卵 径0・73～0・75mm,

油 球 径0.14～0.15mm.23.5～24.8℃ の 水 温 で は受 精 後24時 間,13～16℃ の場 合(天 然 浮 性 卵)は

50時 間 で孵化 した.受 精後18時 間40分 後 に胚 体 背 面 に 黒色 素胞 が現 わ れ た.孵出孔 の 形 は 不 整 形.

孵化直 後 の仔 魚(fig.4)は 全 長1.64～1.72mm.体 の背面 に は,ほ ぼ 全 長 にH:つ て,約30個 の黒

色 素 胞 が背中 線 を 挾 ん で2列 に並 び,尾 端 近 くの腹 面 に も2～3個 が 認 め られ た.筋 肉 節数 は11十16

=27.

孵化後15時間 の仔 魚(fig.5)は 全 長2.21～2.26mm,膜 鰭 縁 辺 に劃 状 構 造 物 が現 われ,黒 色 素 胞 は

体 の腹 面 へ 移 りは じめ た.筋 肉節 数 は10十16=26.孵化 後1[の 仔 魚 は全 長2.54～2.60mm,頭 部 お よ

び腹 部 の 色 素 胞 が 減少 した.筋 肉節 数 は11十15=26.

孵化後2口 の仔 魚(fig.6)は 全 長2.67～2.70mm,口 が開 きは じめ,眼 は 黒 くなつ た.胸 鰭 は 大 き

い.黒 色 素 胞 は卵 黄 後 下 端 に1個,消 化 管下面 に3佃,直 腸 部 に1個 お よ び尾 端 近 くの 背腹面 に相 対 し

て1個 ず つ が あ る.筋 肉節 数 は10十16=26,

孵化後3日 の仔 魚(fig.7)は 全 長2.75mm,卵 黄 お よ び油 球 を 吸 収 し尽 した.膜 鰭 縁 辺 の針 状 構 造

物 の 数 が 減つ た.筋 肉節 数 や黒色素 胞 の位 置 は変 らな い.孵化 後5〔 に は ほ とん どの仔 魚 が死 ん だ が,

変 化 はな か つ た.

キ ュウ セ ンHatichoerespoecilopterus(TemmincketSchlegel)

神 谷(1925)の 報 告 が あ る.氏 は1920年9月17日 に 館 山 湾 の材 料 を 用 い て入 工 授 精 を 行 な つ た.そ

れ に よれ ば,卵 径0.73～0.76mm,油 球 は 淡黄 色,径0.14～0.15mm.卵 内 発 生 は サ サ ノハ ベ ラと変 ら

ず,23.5～25.Q℃ の水 温 で は 受 精後24時 間 で孵化 す る.同 地 に お け る産 卵 期 は6～11月.

孵化仔 魚 もサ サ ノハ ベ ラに 酷 似 し,現 在 まで の と ころ両 者 を 明 確 に区 別 し得 る形質 は見 当 らな い.神

谷 の 記 載 と筆 者 が行 な つ た サ サ ノハ ベ ラとを 比 較 して 相違 す る点 は 次 の通 りで あ る.

前 頭 部 に あ る黒 色 素 胞 が キュ ウセ ン で は孵化 後2日 の仔 魚 に も存 在 す るが,サ サ ノハ ベ ラの 同 時 期 の

もの に は な い.キ ュ ウ セ ンで は 尾 部後 端 に あ る背 腹 対 在 した1対 の 黒 色 素 胞 の 前方 背 面 に,卵 黄 を吸 収

し尽 す ま で1～2個 の 黒色 素胞 が 存 在 す る.

ベ ラ 類No.4(P1.19,figs.8,9)

1953年8月11日 に 土 々 呂港 外 か ら採 集(27.1℃).卵 径0.63mm,油 球 径0.13mm.採 集 後4時 間 の

卵(fig.8)で は黒 色 素 胞 は背 面 に1列 に 並 んで い た.30、0℃ の 水温 で は この 状 態 か ら2時 間後 に孵化

した.

孵化直 後 の仔 魚(fig.9)は全長1.92mm,体 の背面 に は 眼 の 前方 か ら尾 端 近 くま で14個 の黒色素

胞 が,背 中 線を 挾 ん で,1列 に並 ん で い る.筋 肉節 数 は11十14=:25.

第3群

カ ミナ リベ ラにつ い て はす で に 詳 し く述 べ た.

ニ シキ ベ ラThatassomaCl砂ido(TemmincketSchlegel)

久 保(1939)の 人 工 授精 に よ る報 告 が あ る.同 氏 が小 湊 で 人 工授 精 を 行 なつ た のは8月 で あ るが,渡

部(1947)は 全 長18～33mmの 稚 魚 を3～6月 に得 て い る.こ の ことか ら産 卵 期 は か な り長 期 に亘 る

も の と思 わ れ る.



卵 お よ び孵化 仔 魚 を 久 保 の記載 か ら略 記 す る,卵 径0,45～0.50mm,油 球 径0.07mm,22,6～23.9℃

の 水温 で は受 精 後36時 間 で孵化 す る.卵 内で の 黒色 素 胞 の 発 現 お よび 変 遷 は記 載 され て い な い.

孵化直 後 の仔 魚 は体 長1.1mm.黒 色 素 胞 は 油 球 前 方 に1個,体 の 背面 に背中 線 上 に1列 に7個 が あ

る.筋 肉 節数 は二 十 数 個.

孵化後16時間 には 休 長1.4mmに 達す る.体 の 背 面 の黒 色 素胞 は11個 に増 加 した が,ま だ腹 面 へ

の移 動 を は じめて いな い.筋 肉節 数 は約30。

ブ ダ イLeptoscarus/aponicus(CuvieretValenciennes)

神谷(1925)の 報 告 が あ る.そ れ に よ れ ば,館 山湾 にお け る産卵 期 は6～9月,卵 径0、57～0.66mm,

油 球径0.114～0.120mm.2S.OeCの 水 温 で は受 精 後 約24時 間 で孵化 す る.卵 内 発生 中 に現 わ れ る黒 色

素 胞 の状 態 は カ ミナ リベ ラと ほ ぼ同 様 で あ る.

孵化後 問 もな い 仔 魚 の体 長 は1.60mm,体 の背 中線 上 に1列 に 並 ん だ黒 色 素 胞 は11個(7十4),

い ず れ も一 部 が 膜 鰭 内へ 広 が つ て い る.

ベラ類No.5(Pl.20,fig.1)

1952年9月26日 に 富 岡 か ら符 た(25.40C).卵 径0.63mm,油球 径0.14mm.卵 は採 集 時 に す で に 胚

体が 卵 黄 の2/3を 取 巻 き,胚 体 背 面 に は ト数 個 の黒 色 素 胞 が1列 に並 ん で い た.

孵化直 後 の仔 魚(採 集 後8時 間)(fig.1)は 全 長1.60mm.黒 色 素 胞 は,眼 の 前方 か ら尾 端 まで の 体

の背中 線 上 に1列 に並 ぶ15個(8十7)と 油 球 の上 面 に あ る1個 が あ る.筋 肉節 数 は12十15=・27.

ベラ類No.6(P1.20,fig.2)

神谷(1925)の 報 告 した べ ラ類 第1種 と同 種 と思 わ れ る.1954年4月26日 に女 島で 採 集(19.6℃)。

卵 径0.76～0.82mm,油 球 径0.13～0.14mm.13.0～18.0℃ の水 温 で は 約1.5日 で孵化 す る.

孵化直 後 の 仔 魚(fig-2)は 全 畏1.70mm.体 の背中 線 上 に1列 に 並 ぶ黒 色 素 胞 は10個(7十3)

(神 谷 は6～9個 と報 告),耳 嚢 下 方 お よ び直 腸 部 直 上 に も1～2個 の 黒 色 素胞 が あ る.筋 肉節 数 は11

十16=27.館 山 湾 に お い て は5～11月 に 出現 す る.

ベラ 類No.7(P1.20,figs.3-5)

本 種 は ブ ダ イ に似 る.土 々呂 近海 で は8～9月 に 出現(27.1～27.4℃)。 卵 径O.52～0・60mm,油 球 は

淡 黄 色,径0.11～O.13mm.28.0～30.0℃ の 水 温 で はMorula期 か ら15時 間後 に孵化 す る、 卵 内発

生 は カ ミナ リベ ラと大 差 は ない.

孵化直 後 の仔 魚(fig.3)は 全長1.32～1.52mm.体 の背中 線 上 に1列 に 並 ぶ 黒色 素 胞 は,眼 の前 方

か らは じま り,10～11個(7～8十3),膜 鰭 内 へ は広 が らな い.筋 肉節 数 は13ま た は14十14ま た

1ま13=27.

孵化後12時 間 の仔 魚(fi9.4)は 全 長1.90～1.94mm,膜 鰭 縁 辺 に針 状 構造 物 が現 われ る、 体 の 背面

の 黒色 素胞 は数 を 増 し,左 右 に分 れ て腹面 へ移 りは じめ る.筋 肉節 数 は13十13=26.

興 化 後1日 の仔 魚(fig.5)は全長2.03～2.12mm,胸 鰭 が現 わ れ,眼 が 黒 くな る.体 側 の 黒色 素胞

は数 が減 り,前 頭 部 に2～3個,油球 上 お よび その 周 辺 の卵 黄 上,消 化 管上 に2個,尾 部 前 方 背 面 お よ

び中央 腹面 に各1個 ず つ が 認 め られ る.筋 肉節 数 は12十14=26.

孵化後2日 の 仔 魚 は全 長2.10mm,卵 黄 お よ び 油球 を吸 収 し尽 し,口 が開 く.前 頭 部 と尾 部腹 面 に あ

つ た 黒色 素 胞 は 消 失 し,尾 部萌 方 背 面 に あつ た 黒 色 素 胞 は 中央 部 背面 ま たは その 直上 の膜 鰭 内 へ 移 る.

筋 肉節 数 は変 らな い.

ベラ 類No.8(P1.20,figs.6,7)

1953年7月21日 に土 々呂 湾 内 か ら採 集(24.6C).卵 径O.55～e・58mm,油 球 径9・12～0・14mm・26・2



乃 至30.0℃ の 水温 で はMorula期 か ら20時 間 後 に孵化 した.油 球 は 発 生 初 期 に は淡 黄 色 で あつ た が,

発 生 の 進行 に伴 つ て槌 色 した.

孵化直 後 の仔 魚(丘g.6)は 全 長1.74mm,黒 色 素 胞 は 油球 上 に 前後面 に分 れ て 数 個,体 の背 中 線 上

に,ほ ぼ等 間 隔 に9個(7十2)が1列 に並 ぶ.筋 肉 節数 は12十14・ ・一・26.

孵化後2日 の仔 魚(fig.7)は 全 長2.66～2,68mm,卵 黄 お よ び油 球 を ほ と ん ど吸 収 し,ロ が開 く.膜

鰭 縁 辺 に は針 状 構造 物 が な い.黒 色 素 胞 は 大 部分腹面 へ 移 り,背 面 には 尾端 近 くに2個 が 認 め られ る.

筋 肉節 数 は10十15～16=・25～26.

ベラ類 No.9(PL20,figs.8,9)

1953年5月30日 に 七 々 呂湾外 で採 集(20.2℃).卵 径O.63～0.66mm,油 球 は 淡黄 色,径0.15mm.

20.4～22.0℃ の 水温 で は嚢 胚 期 か ら19～22時 間後 に孵化 した.孵出孔 の 形 は 類 円孔 に近 い 不 整 形.

孵化直 後 の 仔 魚(fig.8)は 全 長1.72mm.黒 色 素 胞 は 油 球 背縁 に3個,休 の 背 中線 上 には10個(8

十2)が1列 に並 ぶ が,前 方 で は2～3個 が 接 近 して い る.筋 肉節 数 は14十13・=27.

孵化後1日 の仔 魚(fig.9)は 全 長2.24mm.胸 鰭 が現 われ,膜 鰭 縁 辺 に針 状 構 造 物 を生 じた.黒 色

素胞 は 前頭 部 に数 個,油 球 前 方 に2個,消 化 管 背縁 に4個 お よ び尾 部 中 央 部 背面 に1個 が あ る.筋 肉節

数(ま13一 ト14=27.

第4群

オ ハ グ ロペ ラDuymaeriaflageilifεra(CuvieretValenciennes)(Pl.21,figs.1-6)

1952年8月11日 に 富岡,1959年8月11日 に山 口県 角 島 にお い て 人工 授 精 を 行 な つ た.卵 径0.67～0,69

mm,油 球径O.13mm.油 球 は 発生 初 期 には 淡黄 色 で あつ た.

26.5～29.OQCの 水 温 で は 受 精 後18時 間,24～27℃ で は24時 間 後 に孵化 しは じめ た.黒色素 胞 は卿

化 前4時 間 位 か ら胚 体 お よび 油 球上 に現 われ た.卿 出孔 の形 は不 整 形.

孵化直 後 の仔 魚(fig・4)は 全 長1V6～1.92mm。 卵 黄 は頭 部 よ り著 し く1111方に突 出 す る.黒 色 素胞

は 油 球 後方 に約10個,眼 の 前 方 か ら尾 端 近 くま で の背 中線 を 挾 ん で2列 に並 ぶ35～40個 お よ び耳 嚢

付 近 に数個 が見 られ る.筋 肉節 数 は12十15=27.

孵化後12時 間 の仔 魚(fig.5)は 全 長1.86～1.96mm.体 の 背 面 に あ つ た 黒色 素 胞 は 配 列 が乱 れ,腹

面 へ 移 りは じめ る.筋 肉節 数 は 変 らな い.

孵化後1[の 仔 魚(fig・6)は 全 長2.25mm.胸 鰭 が 現 わ れ る が,膜 鰭 縁 辺 に針 状 構 造 物 を生 じない.

黒 色 素胞 は数 が 誠 り,前 頭 部 に3個,眼 の上 縁 に4個,耳 嚢上 方 か ら尾 端 近 くまで の 体側 正 中線 上 お よ

び 背面 に18個 お よ び尾 部 後 方腹 面 に1個 が 見 られ る.筋 肉節 数 は変 らな い.神 谷(1925)が 報告 して

い るベ ラ類第4種 は 木 種 と同… 種 と思 わ れ る.

ホ ン ペ ラHalichoerestenuispinnis(GUnther)(PI.21,figs.7-10)

1951年7月10日 に 富岡 に おい て 人 工授 精 を 行 な つ た.な お 同 地 で は6～8月 に天 然浮 性 卵 が 採 集 さ

れ た(19.8～29.2℃).卵 径0.62～0。65mm,油 球 は無 色,径0.12～0.13mm。23.0～24.5℃ の水 温 で は

受 精 後23時 間 か ら孵化 しは じめ た.卵 内 発生 は前 種 と大 差 な く,黒 色 素胞 は孵化 前8時 間 頃か ら出現

した.卿 出孔 の形 は種 々あつ て,一 定 の 形 を呈 しない.

孵化直後 の仔 魚(fig.7)は 全 長1.65～1.67mm.前 種 に似 る が,体 の 背面 の黒 色 素 胞 の数 は少 な く,

各 側 に お よ そ25個.筋 肉節 数 は12十14=26.

孵化後1日 の 仔 魚(fig.8)は 全 長2.03～2.14mm.胸 鰭 が現 わ れ,眼 が黒 くな り,膜 鰭 縁 辺 に針 状

構 造物 が 出現 す る.黒 色 素 胞 は数 が減 り,一 部 は腹 面 へ 移 り,尾 部 に は前方 お よびrl映 背 面 に1個 ず つ

の黒色 素胞 が見 られ るに過 ぎな い.筋 肉節 数 は12十15=27.



孵化後2口 の 仔魚(fig・9)は 全長2・24mm.卵 黄 お よ び油 球 を 吸収 し尽 し,口 が閉 く.黒 色 素 胞 の

数 は更 に誠 り,頭 頂 に3佃,消 化 管 の 前方 背腹 縁 に1個 ずつ と後 方 背面 に1個,尾 部前 方 の 背膜 鰭 内 に

1個 お よび 尾 部後 方 の腹面 に1個 が見 られ る.筋 肉節 数 は12十15=27.孵化 後3日 に は全 長2 .32mm

に達 し,頭 頂 の 黒色 素 胞 は 消 失 す る.

孵化後4nの 仔 魚(fig・10)は 全 長2.24mm.膜 鰭 縁 辺 の 針 状構 造 物 の数 が 減 つ た が,色 素 胞 に は変

化 は な い.筋 肉節 数 は11十15=26.

ベ ラ 類No.10(P1.22,fig.1)

1952年10月11口 に 富 岡か ら採 集(24.0℃).卵 径0.86mm,油 球 は 淡黄 色,径0.16mm.卵 内発 生 は

他 の べ ラ類 に比 べ て 大 差 は な い.

孵化直後 の仔 魚(fig.1)は 全 長2.56mm,肛 門 が卵 黄 後 縁 に 接 して位 置 す るの が他 種 と異 な る.体

の 背 面 の 黒色 素 胞 は各 側 に 約20個.筋 肉 節数 は10十17=27.

ベ ラ 類No.11(PL22,figs.11-13)

1954年5月23日 に 玉 之 浦か ら採 集(19.6℃).卵 径0.65～0.66mm,油 球 は淡 黄 仏,径0 .12～0.15mm.

卵 内 発 生 に は特 記 す る点 は な い.

孵化直後 の 仔 魚(丘g.12)は 全 長1.63mm.黒 色 素 胞 は 油球 後方 お よび体 の背 面各 側 に約25個 が あ

る.筋 肉 節 数 は11十15==26.

孵化後1・5日 の仔 魚(fig.13)は 全 長2.33mm.胸 鰭 が 現 わ れ,膜 鰭 縁 辺 に針 状 構 造 物 を生 ず る.黒

色 素 胞 は 頭 部 周辺 に数 個,油 球 前方 お よび そ の周 辺 の 卵 黄上 に2～3個,卵 黄 後 端 に1個,消 化 管上 に

は卵 黄 後 端 部 と ド屈 部 とに2～3個,尾 部 中 央部 の 体 側 に1個,背 膜 鰭 の起 部,中 央 部 お よ び後 方 に 各

1個 お よび腹 膜 鰭 後 方(背 膜 鰭 の もの に 相対 して)に1個 が あ る.筋 肉 節数 は12十14=26.

ベラ類No.12(PL22,figs.2,3)

1953年6月2日 に 土 々 呂沖 か ら採 集(19.8℃).卵 径0.66mm,油 球 は無 色,径0。13mm.卵 内 発生

は他 種 と変 りな い.

孵化後6時間 の仔 魚(fig.3)は 全 長2.05mm.黒 色 素 胞 は尼 部 腹 面 に も数 個 あ り,背 面 の もの は一

部 膜 鰭 内へ 広 が る.筋 肉 節数 は13十14=27.

ベ ラ 類No.13(Pl.22,丘gs.4-7)

1953年7月21nに ヒ々 呂湾 外で 採 集(23.8℃).卵 径0.66～O.69mm,油 球 は無 色,径0.14～0.15mm.

26.2～30.0℃ の 水温 で は16細 胞 期か ら16時 間後 に孵化 した.本 種 は ホ ンベ ラに酷 似 す る.

孵化直後 の 仔魚(fi9.5)は 全 長1.76～1.90mm。 ホ ンベ ラと の相 違 は 黒 色 素胞 が 油 球 の 前 平球 而 上

に分 布 す る こと と体 背 面 の もの が眼 と耳 嚢 の 間 か らは じま り,各 列 に約15個 で あ る ことで あ る.筋 肉

食lb一数 轟=よ12-{-15==27.

孵化後1Hの 仔 魚(fig・6)は 全 長2,38mm,ホ ンベ ラの 同 じ時 期 の もの に似 て い る が,尾 部腹 面 の

黒 色 素 胞 が一 時 消 失 した.筋 肉 節数 は変 らな い.

孵化後2日 の仔 魚(fig・7)は 全 長2.30mm,卵 黄 お よ び油 球 を 吸 収 し尽 した.ホ ンベ ラ とは黒 色 素

胞 が 前 頭 部 に存 在 す る点 と尾 部腹 面 の ものが よ り前 方 に あ る点 とで異 な る.膜 鰭 縁 辺 の 針 状構 造 物 は分

布域が広い.筋 肉節 数1ま11→-15=26.

ベ ラ 類No.14(PL22,丘gs.8-10)

1953年8刀30日 に豊 後 水 道か ら採 集(25.2℃).卵 径0.63～O.67mm,油 球 は無 仏,径0.14～0.15mm.

25.2～26.70Cの 水 温 で は胚 体分 化 後12時 間で孵化 を は じめた.孵出孔 の形 は 不 整形.

孵化後6時 間 の仔 魚(fi9・8)は 全 長2・07mm.黒 色 素胞 は 油 球 の 前半 球 面 上 と眼 の 前方 か ら尾 端 近

くまで の 体 の 背面 に各 側 に 約25個 が 並 ぶ.筋 肉節 数 は12十14;26,



孵化後12時 間 の仔 魚(fig.9)は 全 長2.11mm.眼 が 黒 くな り,胸 鰭 と膜 鰭 縁辺 の針 状 構 造 物 と が

現 われ る.体 の背 面 の 黒 色 素 胞 は腹 面 へ 移 りは じめ る.筋 肉節 数 は 変 らな い.

孵化後2口 の仔 魚(fig.10)は 全 長2.20mm.卵 黄 お よび 油 球 を ほ とん ど吸 収 し尽 し,口 が 開 く.黒

色 素 胞 は数 が減 り,前 頭 部 に1個,油 球 前 半 球 而上,耳 襲 下方 に1個,消 化 管 前 方 に1個 お よび 尾 部 中

央 部 付 近 の背 腹 面 に 相対 した1個 ずつ が見 られ る.膜 鰭 縁 辺 の 針状 構 造 物 は分布 域 が狭 くな つ た.筋 肉

食節数は11十15=26.

イ トヒキベ ラ(7irrhiiabrustemminckiBleeker

1954年7月9日 お よび20日 に玉 之 浦 にお い て 人工 授 精 を 行 な つ た.23.0～24.0℃ の水 温 で,受 精 後

4時間 にMorula期,12時 間 後 に は胚 孔 が 閉 じか け,胚 体 の 形 成 が は じまつ た が,こ の 状態 で発 生 が

止 つ た.卵 径0,70～O.76mm,油 球 は 無色,径0.11～0.12mmで あつ た.

ア オ ブ ダ イCaUyodonovifrons(TemmincketSchlegel)(Pl.23,figs.1-8)

長 崎県 水 産 試 験場 技師 永 山 三 平 ・藤 田矢 郎 両 氏 が,1961年5,月27日 に玉 之 浦 町 に お いて,木 種 の 完熟

卵 を 観察 し,筆 者 が 検 索(水 戸,1960)に おい て1.C,No.1の 名 称 で 報告 した 卵 が本 種 で あ る ことを

確 めた.完 熟 卵 は油 球1個 を 有 す る楕 円形 分 離浮 性 卵で,卵 膜 お よ び卵 黄 には 特 殊 な構 造 はな く,卵 膜

腔 は狭 い.卵 は 長径1.40～1.50mm,短 径0.60mm,油 球 径0.15mmで あ つ た.本 種 の天 然 浮 性 卵 は,

九 州 近 海か らは4～10月(19.2～24.6℃)に 採 集 され て い る.そ れ らの 卵 は長 径1.31～1.66mm,短 径

0.50～0.611nm,油 球径0.15～0.17mmで あつ た.卵 内 発生 は他 の べ ラ類 と大 差 はな い が,油 球 は胚 孔

が 閉 じるま で は 胚体 の後 部 に位 置 して い るが,そ の後 急 に胚体 の頭 部 の方 へ 移 動す る.卵 内発 生 中 に胚

体 お よび 油球 上 に黒色素 胞 が現 われ る.24.0～25.0℃ の水 温 で は胚 体 が形 成 され は じめて か ら約1日 後

に孵化 す る.孵化 孔 の形 は蝶 番 蓋 型.

孵化直 後 の 仔 魚(fig.6)は 全 長2.41～2.52mm,形 はべ ラ類 の他 の種 類 に似 て,卵 黄 は頭 部 よ り前 方

に突 出 し,そ の突 出部 に 油球 が あ る.肛 門 は卵 黄 か ら離 れ,体 の1/2よ り後 方 に 位 置す る.休 表 に は

顆粒が多 い.樹 枝 状 の黒 色 素 胞 が 油球 前 方 に 数 個 と 前頭 部か ら尾端 ま での 体 の背面 正 中線 を 挾 ん で,ほ

ぼ2列 に,約30個 が 並び,直 腸 部 直 上 の 体 の 腹 面 に も1個 が あ る.筋 肉節 数 は12十14～15r26～27.

孵化後18時 間 の仔 魚(fig.7)は 全 長2.79mm.体0)背 面 の黒 色 素 胞 の一 部 が腹 面 へ 移 りは じめ,

尾端 膜鰭 内 に も黒 色 素胞 が現 わ れ る.

孵化後2[の 仔魚(fig.8)は 全 長266～3,06mm.卵 黄 は未 だ吸 収 し尽 され ず,口 も開 い て は い な

い.胸 鰭 は現 わ れ て い る.黒色素 胞 は,頭 部の もの を除 い て は,ほ とん どが 休 の 腹 面へ 移 り,消 化 管上

に3個,尾 部中央 部付 近 に2個 が あ り,体 の 背面 に は尾 部 後方 に1個 が 見 られ る.木 種 で は 膜 鰭縁 辺 に

針 状構 造物 は現 わ れ な い.筋 肉節 数 は11十16=27.

前 に も述 べ た よ うに,ブ ダイ科 の魚 の う ちブ ダ イ亜 科 に属 す る もの は 球 形 卵 を,ア オ ブ ダイ 亜科 に属

す る もの は楕円形 卵 を 産 む ら しい.例 え ば,WinnandBardach(1960)1こ よれ ば大 西 洋 の種 類 で ブ

ダ イ亜 科 に属 す るSparisonUtaurofrenatum,s.viridisお よ びs.ekrysopterumが 球 形 卵 を 産 み,ア

オ プ ダ イ亜 科 に 属す るScarusguacamaia,S,vetulaお よ びS.viridisが 楕 円形 卵 を 産 む.我 国 の プ ダ

イ とア オ ブダ イ に も同 じよ うな 関 係 が見 られ る.な お,Delsman(1926)がJavaSeaか ら2種 の 楕

円形 浮 性 卵 を報 告 し,そ れ らは ハ ゼ類 に 属 す るか も知 れ な い と述 べ て い る.し か し,そ れ らは恐 ら くア

オ ブ ダ イ亜 科 に 属 す る魚 の 卵 で あ ろ う.
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Resume 

   The present paper, the sixth of the series of the pelagic fish eggs from 

Japanese waters, contains the figures and descriptions of the egg development 
and hatched larvae of 22 species as well as early embryonic development of a 
single species, Cirrhilabrus temmincki Bleeker, belonging to the suborder Labrina. 

   The eggs of this suborder, excepting ellipsoidal egg of Callyodon ovifrons 

(Temminck et Schlegel), are globular in shape, 0.5-1.1 mm in diameter, con-
taining a single colorless or yellow oil globule measuring 0.07-0.21 mm in dia-
meter. The egg membrane is smooth, without any conspicuous structure, the 

yolk not segmented, the perivitelline space narrow. During the course of the 
egg and larval development only the melanophores appear. The newly hatched 
larvae have ovoid yolk sac which is usually protruding anteriorly beyond the 
head, and the oil globule is situated in the anterior part of the yolk. The 
number of myotomes of the hatched larva is about 27. The location of the 
melanophores of the hatched larva changes greatly during the larval develop-
ment. Soon after hatching, serration appears in many species on the fringe of 
the marginal fin. The eggs belonging to Labrina can be divided into 4 groups 
according to the situation of the melanophores at hatching, and the species 
belonging to each groups of 1-4 are as follows : 

   1. No pigment-cell developed in the egg......Labrina Nos. 1-3. 
   2. Melanophores are seen only on the body......Pseudolabrus japonicus (IIout-

         tuyn), Halichoeres poecilopterus (Temminck et Schlegel) and Labrina 
           No. 4. 

   3. Melanophores are seen on the body as well as on the oil globule ; the 
         melanophores on the dorsal median line of the body arranged in a single 

         row......Stethojulis kalosoma (Bleeker), Thalassoma cupido (Temminck et 
         Schlegel), Leptoscarus japonicus (Cuvier et Velenciennes) and Labrina 

          No. 5-9.



   4. Resembling to the previous group, but the melanophores on the dorsal 
         median line of the body arranged in two or more rows......Duymaeria 

 flagellifera (Cuvier et Valenciennes), Halichoeres tenuispinnis (Gunther), 
         Callyodon ovifrons and Labrina Nos. 10-14. 

   The egg of C. ovifrons is ellipsoidal in shape measuring 1.31-1.66 x 0.50-0.61 
mm in diameter, having a single oil globule measuring 0.15-0.17 mm in diameter. 
Other features of the egg, egg development and hatched larva are much the 
same as those of other labrid fishes. 

   As Winn and Bardach (1960) has pointed out the shape of the egg belong-
ing to the family Scaridae, one of the two families of Labrina, is globular or 
ellipsoidal. It seemed that the egg is globular in the species belonging to the 
subfamily Sparisominae and ellipsoidal in the subfamily Callyodontinae.

Fisheries Laboratory, Faculty 

   of Agriculture, Kyushu 

         University



Explanation of Plate 16

カ ミナ リベ ラ Stethojulis kalosoma (Bleeker)

Fig. 1. Artificially fertilized pelagic egg, 8-cell stage, 1 h 30 m after 

        insemination, 0.64 mm in diameter, oil globule 0.12 mm. 

Fig. 2. Morula stage, 3 h 40 m after. 

Fig. 3. Blastula stage, 7 h 20 m after. 

Fig. 4, 4'. Formation of embryo, 9 h 30 m after. 

Fig. 5, 5'. 10-myotome stage, just after the closure of the blastopore, 

        13 h 30 m  after. 

Fig. 6, 6'. 16-myotome stage, appearance of melanophores, 16 h 30 m 

          after. 

Fig. 7, 7'. 22-myotome stage, 18 h after. 

Fig. 8, 8'. 24-myotome stage, 20 h 30 m after. 

Fig. 9. Just before hatching, 24 h after. 

Fig. 10. Just hatching, 24 h after (23.0-25.0°C). 

Fig. 11, 12. Empty egg capsule.
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 Explanation of Plate 17

カ ミナ リベ ラ Stethojulis kalosoma

Fig. 1. Larva just hatched, 1.53 mm in total length, myotomes  14+12= 

        26. 

Fig. 2. Larva 12 h after hatching, 1.82 mm in total length, myotomes 

14+12=26. 

Fig. 3. Larva 1 day old, 2.00 mm in total length, myotomes 14+12=26. 

Fig. 4. Larva 1.5 days old, 2.17 mm in total length, myotomes 14+12= 

        26. 

Fig. 5. Larva 2.5 days old, 2.17 mm in total length, myotomes 14+12= 

       26. 

Fig. 6. Larva 3 days old, 2.02 mm in total length, myotomes 14+12=26 
a-j, see Table 1 (p. 494).
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                    Explanation of Plate 18 

                          Labrina No. 1 

 Fig. 1. Pelagic egg, 16-cell stage, 4 h  after collecting, 0.87 mm in dia-

         meter, oil globule 0.17 mm. 

Fig. 2. Just after the closure of the blastopore, 26 h after. 

Fig. 3. Shortly before hatching, 26 h after (16.0-18.0°C). 

Fig. 4. Larva just hatched, 2.21 mm in total length, myotomes 14+13 
= 27. 

Fig. 5. Larva 1 day old, 2.71 mm in total length, myotomes 11+15= 

          26. 

Fig. 6. Larve 2 days old, 2.87 mm in total length, myotomes 11+15= 

         26. 

Fig. 7. Larva 3 days old, 3.02 mm in total length, myotomes 10+16= 

         26. 

                         Labrina No. 2 

  (Egg diameter 0.90-1.08 mm, oil globule 0.21 mm, egg development 
  is much the same as those of Labrina No. 1.) 

Fig. 8. Larva just hatched, 2.80 mm in total length , myotomes 12+15 
=27. 

Fig. 9. Larva 2.5 days old, 3.60 mm in total length , myotomes 12+15= 
         27 (18.0--22.0°C). 

                        Labrina No. 3 

 (Egg diameter 0.97--1.00 mm, oil globule 0.19-0.23 mm, egg development 
 is much the same as those of previous species .) 

Fig. 10. Larva newly hatched, 2.84 mm in total length , myotomes 13+ 
14=27. 

Fig. 11. Larva 2 days old, 3.32 mm in total length , myotomes 12+15= 
        27 (24.0-26.0°C).
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Explanation of Plate 19

サ サ ノハ ベ ラ Pseudolabrus japonicus (Houttuyn)

Fig. 1. Artificially fertilized pelagic egg, 2-cell stage, 45 m after inse-

       mination, 0.74 mm in diameter, oil globule 0.15 mm. 

Fig. 2. Appearance of melanophores, 19 h after. 

Fig. 3. 2 h before hatching, 24 h after  (23.5-24.8'C). 

Fig. 4. Larva just hatched, 1.72 mm in total length, myotomes 11-I-16= 

        27. 

Fig. 5. Larva 15 h after, 2.26 mm in total length, myotomes 10-1 16=26. 

Fig. 6. Larva 2 days old, 2.67 mm in total length, myotomes 10-1-16- 

        26. 

Fig. 7. Larva 3 days old, 2.75 mm in total length, myotomes 10+16-26. 

                        Labrina No. 4 

Fig. 8. Pelagic egg, 2 h before hatching, 4 h after collecting, 0.63 mm 

       in diameter, oil globule 0.13 mm (29.0-30.0°C). 

Fig. 9. Larva just hatched, 1.92 mm in total length, myotomes 11+14== 

        25.



第19図版

日本近 海 に 出 現 す る浮 游 性 魚 卵一VI



                   Explanation of Plate 20 

                         Labrina No. 5 

 (Egg diameter 0.63 mm, oil globule 0.14 mm, egg development is much 
 the same as those of S. kalosoma.) 

Fig. 1. Larva just hatched, 1.60 mm in total length, myotomes  12+15= 
        27. 

                        Labrina No. 6 

(Egg diameter 0.76-0.82 mm, oil globule 0.13-0.14 mm, egg development 
is much the same as those of S. kalosoma.) 

Fig. 2. Larva just hatched, 1.70 mm in total length, myotomes 11+16 
          =27. 

                        Labrina No. 7 

(Egg diameter 0.52-0.60 mm, oil globule 0.11-0.13 mm, egg development 
is much the same as those of S. kalosoma.) 

Fig. 3. Larva just hatched, 1.50 mm in total length, myotomes 13+14= 
        27. 

Fig. 4. Larva 12 h after, 1.90 mm in total length, myotomes 13+13=26. 

Fig. 5. Larva 1 day old, 2.12 mm in total length, myotomes 12+14=26 

(26.0-31.0°C). 

                        Labrina No. 8 

(Egg diameter 0.55-0.58 mm, oil globule 0.12-0.14 mm, egg development 
is much the same as those of S. kalosoma.) 

Fig. 6. Larva just hatched, 1.74 mm in total length, myotomes 12+14= 
        26. 

Fig. 7. Larva 2 days old, 2.68 mm in total length, myotomes 10+16=26 

(26.2-31.0°C). 
                       Labrina No. 9 

 (Egg diameter 0.63-0.66 mm, oil globule 0.15 mm, egg development is 
 much the same as those of S. kalosoma.) 

Fig. 8. Larva just hatched, 1.72 mm in total length, myotomes 14+13= 
       27. 

Fig. 9. Larva 1 day old, 2.24 mm in total length, myotomes 13+14=27 
(20.4-22.0°C) .
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オ ハ グ ロベ ラ

   Explanation of Plate 21 

Duymaeria  flagellifera (Cuvier et Valenciennes)

Fig. 1. Artificially fertilized pelagic egg, 4-cell stage, 1 h after inse-

        mination, 0.68 mm in diameter, oil globule 0.13mm. 

Fig. 2. Just after the closure of the blastopore, 9 h after. 

Fig. 3. Just before hatching, 17 h 30 m after (26.5-29.0 C). 

Fig. 4. Larva just hatched, 1.92 mm in total length, myotomes 1.2+15 
= 27. 

Fig. 5. Larva 12 h after, 1.86 mm in total length, myotomes 12+15= 

         27. 

Fig. 6. Larva 1 day old, 2.25 mm in total length, myotomes 12+15=27.

ホ ンベ ラ Halichoeres tenuispinnis  (Giinther)

(Egg diameter 0.62-0.65 mm, oil globule 0.12-0.13 mm, egg development 
is much the same as those of D. flagellifera.) 

Fig. 7. Larva just hatched, 23 h after insemination, 1.65 mm in total 

        length, myotomes 12+14=26 (23.0-24.5°C). 

Fig. 8. Larva 1 day old, 2.14 mm in total length, myotomes 12+15=27. 

Fig. 9. Larva 2 days old, 2.24 mm in total length, myotomes 12+15= 

         27. 

Fig. 10. Larva 4 days old, 2.24 mm in total length, myotomes 11+15=26.
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                   Explanation of Plate 22 

                        Labrina No. 10 

(Egg diameter 0.86 mm, oil globule 0.16 mm, egg development is much 
the same as those of D.  flagellifera.) 

Fig. 1. Larva just hatched, 2.56 mm in total length, myotomes 10+17 
= 27. 

                        Labrina No. 12 

Fig. 2. Pelagic egg, 4 h before hatching, 10 h after collecting, 0.66 mm 
        in diameter, oil globule 0.13 mm (18.8-19.0°C). 

Fig. 3. Larva 6 h after hatching, 2.05 mm in total length, myotomes 
13+14=27. 

                        Labrina No. 13 

Fig. 4. Pelagic egg, just before hatching, 18 h after collecting, 0.67 
        mm in diameter, oil globule 0.15 mm. 

Fig. 5. Larva just hatched, 1.90 mm in total length, myotomes 12+15 
= 27. 

Fig. 6. Larva 1 day old, 2.38 mm in total length, myotomes 12+15=27. 

Fig. 7. Larva 2 days old, 2.30 mm in total length. myotomes 11+15= 
        26 (24.0-32.0°C). 

                       Labrina No. 14 

(Egg diameter 0.63-0.67 mm, oil globule 0.14-0.15 mm, egg development 
is much the same as those of D. flagellifera.) 

Fig. 8. Larva 6 h after hatching, 2.07 mm in total length, myotomes 
12+14=26. 

Fig. 9. Larva 12 h after, 2.11 mm in total length, myotomes 12+14=26. 

Fig. 10. Larva 2 days old, 2.20 mm in total length, myotomes 11+15= 
        26 (25.2-26.7°C). 

                        Labrina No. 11 

Fig. 11. Pelagic egg, just before hatching, 13 h after collecting, 0.65 
        mm in diameter, oil globule 0.14 mm. 

Fig. 12. Larva just hatched, 1.63 mm in total length, myotomes 11+15 
= 26 . 

Fig. 13. Larva 1.5 days old, 2.33 mm in total length, myotomes 12+14= 
        26 (22.0-24.0°C).
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Explanation of Plate 23

ア オ ブ ダイ Callyodon ovifrons (Temminck et  Schlegel)

Fig. 1. Pelagic egg, embryo formation, 5 h 30 m after ccllecting, 1.59 

       0.61 mm in diameter, oil globule 0.15 mm. 

Fig. 2. 8 h 45 m after, shortly before the closure of the blastopore. 

Fig. 3. Appearance of melanophores, 17 h 45 m after. 

Fig. 4. 4 h before hatching, 23 h after (24.2-25.2°C). 

Fig. 5. Empty egg capsule. 

Fig. 6. Larva just hatched, 2.43 mm in total length, myotomes 12+14 
= 26. 

Fig. 7. Larva 18 h after hatching, 2.79 mm in total length, myotomes 

12+14=26. 

Fig. 8. Larva 2 days old, 2.66 mm in total length, myotomes 11+16=27.
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